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～ぼくらのまちなかバリアフリー探検隊～ 
小学生バリアフリー体験会の実施について 

 

国土交通省土佐国道事務所と高知大学附属小学校では、将来の社会を担

う児童に高知市の中心部でバリアフリー体験（車イス、アイマスク等）を

することで、社会資本のユニバーサルデザイン化及びノーマライゼーショ

ン（共生社会）に対し理解を深めてもらうために、以下の通り体験会を実

施します。 

   

日時：平成１９年１１月８日（木）１３：２０～１５：１０ 

     （雨天が予想される場合は前日午前中に延期を 

決定します。延期予定日は12月6日（木）です） 

  場所：国道32号はりまや交差点～高知市中央公園周辺（別図） 

     バリアフリー学習は新 京 橋
しんきょうばし

プラザ2階にて実施 

  主催：国土交通省土佐国道事務所、高知大学附属小学校 

        

高知大学附属小学校の3年生約100名に以下の体験などをしてもらい

ます。 

① バリアフリー体験→車イスやアイマスクを装着して、実際の道

路を通行します。 

② バリアフリー学習→バリアフリーとは何か、クイズ形式を交え

ながら、学びます。 

 

 
平成１９年１１月７日 

  
 

 
問い合わせ先 

 
国土交通省土佐国道事務所 

管理第二課長 石川
いしかわ

 安二
や す じ

 

◎交通対策係長 石下
いしした

 増
ます

美
み

 

       TEL 088-884-4828 

高知大学附属小学校 

3 年生担当教諭 槙山
まきやま

 美也子
み や こ

 

TEL 088-822-6327 
◎：主たる問い合わせ先 



 

 

１．目的 

平成 12 年の交通バリアフリー法の制定以降、高知市においても重点整備区域内に

おいて各施設のバリアフリー化が進められており、公共施設である道路についても段

差の解消等、整備が進んでいる。 

将来の社会を担う小学生児童に総合学習の時間を活用して、バリアフリー体験（車

イス、目かくし等）を身近な現場でご体験いただくことで、「バリアフリーについて

知る」「注意深くものごとを見つめる力を養う」、ひいては、社会資本のユニバーサル

デザイン化及びノーマライゼーション（障害者と健常者とは、お互いが特別に区別さ

れることなく、社会生活を共にするのが正常なことであり、本来の望ましい姿である

とする考え方）に対する理解を深めていただくことを目的とする。 

 

 

２．タイムスケジュール 

平成１９年１１月８日（木）１３：２０～１５：１０（雨天中止※） 

 １３：２０ 中央公園集合、挨拶、概要説明、班分け 

 １３：２５～１４：１０ 学習１コマめ 

 １４：１０～１４：２０ 休憩 

 １４：２０～１５：０５ 学習２コマめ 

 １５：０５～１５：１０ 隊員証の授与、終わりの挨拶 

※雨天が予想される場合は前日７日午前中に決定する。予備日は１２月６日（木） 

※ 班分けを行い、半分の児童がバリ

アフリー体験、残りの半分がバリアフ

リー学習を行う。 
※ 後半は交代する。 



 

 

３．学習内容 

種別 内容 
①バリアフリー体験 ・堺町横断歩道橋や中央公園、周辺道路に定めたコースで

車いす体験、目かくし、白杖体験等を行う。 
・介護される側とする側の両方を体験する。 

②バリアフリー学習 ・中央公園に隣接する新京橋プラザ内にて実施する。 
・パワーポイントと実際の機材を用いて説明する。 
・バリアフリー・ユニバーサルデザインに関する交通安全

学習を行う。 

 ※位置図は後添別紙参照 

体験イメージ（他の事例より） 
（目かくし体験） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（車いす体験） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（学習会場） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

学習教材の一部（当会で使用する予定のもの） 

 



 

 

（体験会位置図）                         別紙 

 



 

 

（高知市バリアフリー重点整備地区と会場位置図） 

 
※高知市交通バリアフリー基本構想(高知市都市計画課)より引用 

 

会場


